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Staff introduction

英検、新しい級の設置へ。2025年から

10 月のイベントと言えばHalloween ！というように、最近では秋を象徴するイベントとして定着しつつあります
が、皆さまその起源や本来の意味はご存知でしょうか。日本では仮装してお菓子をもらうのが定番になっています
が、古代ケルト人の風習を起源とするハロウィンには、各国独自の特徴があり、これがなかなか興味深いです。
例えば古代ケルト人が住んでいたアイルランドでは、今日でも伝統的なお祝いが続いていて、特に古代の祭りの風
習を色濃く残した都市ミースの「スピリッツ・オブ・ミース・ハロウィン・フェスティバル」では、お化け屋敷や
怪物の舞踏会などが観光客を恐怖の世界へと導くそう。その他にもメキシコは死者の日として死者との交流を楽し
んだり、日本とは全く違う文化があります。こういったイベントは異国の文化を知れ興味を引き出せる良い機会で
す！今年の仮装は何にしようか？と話しながら、是非他の国のハロウィンの様子もお子様と目を向けてみてくださ
い。 ( 松本 )

こんにちは。ビバイ代表の迫田です。先月末に日本英語検定協会（英検協会）が、英検（実用英語技能検定）の
「準 2級」と「2級」の間に新たな級を導入することを発表しました。新設級の導入は 31年ぶりで、準 2級と
2級の間に高い壁があることから、そのギャップを埋めることで学習者に身近な目標を提供する狙いがあるよう
です。確かに、現場で中高生を教えていると感じるのですが、準 2級までは順当に合格していくのですが、2
級の間に壁があり、2級だけ何度も落ちる生徒がいます。英検はこれまで、高 1で準 2級、高校卒業時に 2級
の取得を目標としたレベルを設定していました。1年に1級ずつ合格し、高1で準２級を合格すると仮定すると、
順当に考えれば高 2で 2級に挑戦することになりますが、現在の 2級だと難易度としては少し難しいわけです。
新級設置により、高 2相当の英語力をより的確にはかることが期待されます。新しい級についてまだ詳細が出
ていませんが、公式の発表があり次第ビバイNEWSでも紹介していきたいと思います。

＜名前＞ 内藤 竜也
＜所属＞慶應義塾大学
＜海外歴＞インターの幼稚園から、アメリカの現地小学校に通い、帰国後は
日本の一般中・高を卒業しました。
＜保有資格＞英検 1級 TOEIC 985
＜コメント＞英語は様々な文化との交流を可能にしてくれる便利なものなの
で、お子様がそれを楽しんで身につけられる様サポートしていけたらと思っ
ています。
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